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老 人 と 家 族

一一一一一つの symb o 1 i c i n t e r a c t i on －一一一

福岡大学 片多 l願

九州人領学研究会での私の発表テーマは“老人の文化人領学的研究”と題して，自本Kなける調査の

視点として私念りK考えたものをいくつか提示したわけですが，その詳しい内容Kついては，その後別

紙（「季干I］人領学」，第6巻第1号， 1 9 7 5年2月， pp.1 1 2 -1 4 0) l't発表の機会を得ました

ので，ととではその後得ました知見の 1つである老人と家族の関係，特K，日本のムラの老人たちとム

ラを離れて都会K住む子どもたちとの関係について考えてみたいと思います。

老人を中心Kすえである社会の親族構造をみていとうとするのが私のメインテーマですが，複雑で多

様念親族関係、の中から老人だけを取り出して考えるととができないように，そとで得た知見はしばしば

社会の局面を理解する鍵を提供してくれるものであります。

昭和49年夏から秋にかけて福岡県精神衛生センターが主体となって福岡県八女郡矢部村Vてないて老

人の精神衛生K関する調査が行なわれました。矢都村は若年令層の村外への流出にともなういわゆる過

疎化現象と人口の老令化が顕著Kみられるととろであり，この調査はζ うした村での60才以上の 1人

世帯念よび2人世帯の人々， 71世帯， 1 1 6人を対象に行念われました。調査の内容は老人の身体的

精神的健康度に中心が合かれましたが，社会関係との関連性をもみるべく，老人と家族との関り，とり

わけ，村K住む老人と村を綴れて住む子どもたちとがb互いKどういう乙とでどの程度関り合っている

かが設問K加えられました。

その結果，現在村κ1人で，あるいは乏夫婦2人で住む人たちのほとんどが子どもをもっている乙と，

そしてその子どもたちと何らかの関りをもっているととが分りました。とれはあるいは当然のとととい

えるかもしれまぜん。が，しかしその内容を詳しくみると，そ乙l'tは地理的にへだてられた親子関係、を

支えるための日本独自の象徴的交換体系が働いているように思われます。

先ず，老親と子どもたちとの相互作用の具体例として，子の方から親の方K働きかける関係をみてみ

ますと，子どもがいる世帯62 ,Wtl中，頻度の高い！原l't.

1. 盆や正月に親元に帰省する。 ( 3 0例）

2. ひまをみてはよく訪ねる。 ( 1 7例）

3.親l't仕送りをしたり小遣いをあげたりする。 ( 1 7例）

4. 手紙や電話（会ての世帯K有線電話がとりつけられている）で近況を伝えたり，殺の安否をきづ

かう。（ 1 5例）

5. ときどき孫をつれてきて親元に泊っていく。 ( 1 0例）

6. 田裕ぇ，茶つみなど農繁期κきて作業を手伝う。 (8例）



その他，殺を旅行vc連れていく。病気の時にな金をくれる。ヨ史頬を買ってくれる。などであった。

~. t；こや，tvc住む殺の方から村外にいる子どもの方vc働きかける関係としては，

1. 念茶や野菜を送ったり，来たl専に持たせてやる。 ( 3 4例）

2. 孫vc小遣いや衣類をやったり，入学・卒業時にな祝いをあげる。 ( 1 2例）

3. 娘の出ijtff寺や病気の時に手伝いにいく。 ( 9例）

その他，娘の嫁出先と手間替えをする，長男K家を建ててやる，などであった。

ζのようにみてくると，全体的傾向として特徴的なととは，親子の相互関係、K訟いて最も高い頻度で

みられた次の2点に要約されそうである。

盆，正月κ帰省するととによって親とヒザをまじえて援する機会をもとうとする乙と。
目 親は離れて住む子どもたちK，村で出来た，あるいは，自分たちで作った会茶ゃな米，野菜，ミ

カン，柿，架，しいたけ，街，漬物などを送るととによって，直接的つなが！：）vc代るものとして，

せめてもの郷土の味と香りを伝えようとする乙と。

とうした関係はζの村に限らず，また，都市 ・農村の老人κ関りなし離れて纂らす日本の親子関係、
に特徴的念ζ とかも しれまぜん。しかし，か茶や柿，栗など“八女茶”K代表される矢音E村の名と味，

香りとが矢苦F村の場合，特K地理的Vて荷量れて暮らす親子の関係を心理的，情緒的に近づけ，結びつなぐ

ものとして大きな役割を果しているように忠われます。いわば，過疎化，核家族化という避けえなかっ

た現象をのり乙える手段としてとうした交換（相互作用）を通じていつまでも lつの家族としての感情

的連帯を保とうとしているのではないでしょうか。

村Vて住む殺から，村を荷量れて住む子K送られるが茶や野菜は，ぞれ自体のもつ笑質的価値よりもずっ

と大きなシンボリックな価値をもつものといえます。それは貌から子への「元気の使りJでもあり，子

のもつ郷土愛やふるさと意議をより強固にするものでもありましょう。殺から子vc送られるとうした品

々が端的にかつ強固vc親子の距離を近づけ，現在地と村との編りを埋めるものとして機能してbり，そ

れは諸物価の高勝，交通事情の慈化などで今後ますます縫かしくなるであろう盆，正月の村への帰省に

とって代って村の老人と総村した子どもたちなどその家族を結びつけるものとしてより大きな機能を果

していくものと，思えます。

ととで強調した親子関係は必ずしも互酬的なものではないし，必ずしも等価交換を原則JVCしたもので

もありません。また，育ててくれた親に対する日本的 「恩」の考え方からいえば，子から貌K働きかけ

るのがタテマエでもありましょうが，それだけによりシンポリ 7クな関係であり，日本の親子関係，現

代の老人がかかれている立場をシンポライズするものがと乙Vてあるような気がします。

老いた殺とその子どもたちとの日常的な相互作用は結婚後も殺と同居するという伝統のないアメリカ

など西欧社会の方が多いといわれています。とうした乙とをふ支えて現在，老人を中心とした都市と農

村，主fよび他の文化との比較調査を計画中ですので，いずれより深い詳細な報告をさしていただきたい

と考えています。

最後K，調査察作成の段階から調査への介入を快よく受け入れて下さった福岡県精神衛生センターの
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方々（伊藤篤所長，bよび小松原百合子，鮫島文孝，坂口う伝子，渡辺良子の諸兄姉） ，ならびに矢部村

役場の皆様K厚く御礼申しよげます。

角。


